
（様式⑦　小学校・中学校）
　

1.
読解力の向上のために，「書く」活動を
あらゆる教育活動に位置づけ、「書く」
への抵抗をなくすとともに、基礎基本
の徹底を行う。

●読解力の向上のために，「書くこと」やＩＣＴ等を活用した「他
者との交流」を大切にした，問題解決型学習の研究を進め，基
礎基本を定着させるとともに，学習の過程がわかるノートづくり
による思考力の育成を図る。

研修教科「国語」において，初発の感想，学習の道筋を順序だてて考
え，読解力の向上を図るため，問題解決型学習の実施をし，自分の
考え方を「書くこと」を８０％以上取り入れる。また，自力解決から交
流活動へ展開する過程を８０％取り入れる。
これらをその他の教科でも８０％以上取り入れる。

・ノート，ワークシート
・学校評価アンケート
・到達度テスト

毎
学
期

〇 〇

・保護者アンケート（学力向上の取組）90.8％
各学年とも授業の中で自分の考えを書く時間を設定
し，取り組んだ。どの教科においても書くことの定着と
読解力の向上をめざした取組を引き続き継続してい
く。

〇

・書くことが少なくなってきた時代ですが，そのことを大切されて
いる本校のスタイルは大変良いと思う。
・「考えを書く」ことは非常に重要なことだと思う。「書くこと」はメ
ンタルトレーニングにもなり国語力の向上に通じると確信してい
る。

2.
朝の学習（漢字・語彙の習得）や本読
み活動において，基礎的な「話す・聞く
力」，「読む・書く力」をつけ，児童の自
己肯定感を高める。

○朝読で担任による読み聞かせ活動を行うとともに，副教材等
を用いて，発達段階に応じて，「漢字学習における語彙力の強
化」と「視写（聴写）」を継続的に授業や朝の学習で取り組む。

・朝の読み聞かせをすることで，本に親しみを持つ子が増え，児童ア
ンケート「読書は好きですか」の達成率７０％以上。
・漢字学習における語彙力の向上。達成率８０％以上
・一定時間（10分）内に視写できる力を高める。８０％以上。
・視写（聴写）を通して，書くことに抵抗感をなくし，達成率８０％以上

・CBTアンケート
・各学年取り組みの交流
・10分間スピードチェック
・漢字，言葉の小テスト・大テ
スト

毎
学
期

△ △

・保護者アンケート（読書が好き）50.0%
朝の読み聞かせや図書館整備，図書だよりを発行し
継続した取組を行っているが改善に至っていない。
子どもたちが意欲的に読書に向かうよう取組を継続
し，改善を計る。

△

・読み聞かせによって聞く力を育んでほしい。大人になるほど大
切。ぜひ続けてほしい。
・読書に関しても，本を読むことが好きな児童が多くなってきてい
ると感じる。良いと思います。
・50％からのuｐの取組としてICTを活用した電子書籍の検討を
お願いします。

教
科
学
力
向
上

3.
教科書の活用（利用）をテーマに授業
改善を行い，ICTを効果的に用いるこ
とで，教科学力を向上させ,児童の自
己肯定感を高める。

○教科書を使った「わかる・できる授業」で，児童に知識・技能を
習得させ，教師が教科書の内容（知識・技能・考え方等）を理解
し，教科書を活用して授業を行う。「学びのコンパス」を加味した
授業スタイルの構築をめざす。その際，ツールとして，一人一台
のタブレット活用を効果的に行う。

・高学年は，学力調査・思考力テストの正答率を75％以上にする。
・１～３年は到達度テストの結果で，知識技能の定着率９０％以上に
する。
・児童・保護者アンケート「「授業はわかりやすく，勉強ができるように
なっている」の肯定的回答のアップに取り組む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昨年度平均 87.3％）

・学力テスト・思考力テスト
・到達度テスト
・学校評価（保護者・児童）ア
ンケート

毎
学
期

△ △

・児童 保護者アンケート（わかる授業）88.45%
「わかる，できる」と感じる授業に向けて，個に応じた
指導を行い，課題解決をめざす。教職員研修におい
ても，教材研究を深め，教科学力の向上に寄与する
よう，取組を継続して実施する。

△
・教科書と児童用端末の活用でこれからも向上してほしい。
・「わかる授業」が9割近いのは大きな成果だと思う。児童用端末
を大いに活用し，興味ある授業を続けてほしいと思う。

授
業
の
U
D
化

4.
「授業のユニバーサルデザイン化」を
推進し，学習活動に生じる困難さに応
じた指導上の工夫を行う。

○ 明確な発問・指示をする。ICT活用による視覚支援。課題を
スモールステップ化し，集中しやすい環境を整備する。常に肯定
的にほめる（評価する）等，子どもたちが「わかる・できる授業」
の展開をめざす。

・児童アンケート「授業はわかりやすく，勉強ができるようになってい
る」の項目の肯定的回答のアップに取り組む。（昨年度 89.1％）

・学校評価アンケート

毎
学
期

〇 〇

・児童アンケート（わかる授業）89.2%
                   (ICT活用）86.1％
児童用端末を効果的に活用し，視覚支援を行いなが
ら，授業改善に努めている。児童がわかることを大切
にしながら取組を継続していく。

◎
・児童が違和感なく端末を活用できていること。学習する際の一
つの道具と位置付けて機能していることが良いと思います。

家
庭
学
習

5.
家庭学習習慣を確立する。

○ チャレンジノート等を用いて，自ら進んで学習を行う自主学
習への取り組みを推奨する。

・児童アンケート「チャレンジノートに進んで取り組んでいる」の項目
の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度80.1％）
・保護者アンケート「子どもは，家で自主学習等の家庭学習をしてい
る」の項目の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度57.9％）

・学校評価アンケート 毎
学
期

△ △

・児童 保護者アンケート（自学）74.0%　52.6％
児童が主体的に自主学習を家庭で行う習慣をつける
ために啓発を行っていく。また，取組が形骸化するこ
となく，学びの振り返りができるよう，子どもたちに伝
えていく。

△

・「チャレンジノート」はとても良い取組であると思うので続けてい
ただきたい。
・教科に関する事柄だけではなく，日常生活の中での発見や発送
をとらえて，ミニ研究として書くのも面白く，良いのではないかと
思う。

６．
教育活動全体を通した人権教育の推
進とともに教科化された道徳について
実践を積み上げることで，他者理解に
努め，自分を大切にする子どもの育成
を図る。

●特別の教科「道徳」や人権教育の授業を中心に「いじめ」や
「差別」は，絶対に許されないことと位置づけ，自分も他者も大
切にする人権教育を推進する。道徳の時間においては，道徳的
価値を心にしっかりと受け止めることで，よりよい生き方を考
え，人間関係力の向上に努める。また，評価においては，「子ど
もを励まし，勇気づける評価」を行う。

・子ども間のトラブル等について質的・量的ともに前年度に比べて良
化をめざす。
・保護者アンケート「学校は生命を大切にする心や，社会のルールを
守る態度を育てている」の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度
86.０％）

・道徳ノート・ワークシート
・各学年の取り組みの報告
・学校評価アンケート

毎
学
期

〇 〇

・保護者アンケート（社会ルール）92.3%
各学年において，人権教育や道徳教育の実践を行っ
た。子どもたちの反応や想いに対しては，コメントを入
れ，人権感覚や道徳心の醸成に努めた。

〇
・命の大切さや，社会ルールは，小学生のうちに身に付けておい
たほうが良いものであるため，これからもしっかりと学校教育の
中で伝えていってほしいと願う。

7．
「させる生徒指導」から「支える生徒指
導」の質的変換をするとともに，「学習
指導に内在化した生徒指導」の構築を
めざす。

○自ら進んで挨拶すること，児童同士でも丁寧な言葉使いがで
きるようにすることで人間関係力の向上を図る。
○★縦割り活動やクラス活動などで児童同士のコミュニケー
ション力の向上を図り，人の役に立つ活動を通して自己肯定
感・自己有用感を高める。

・人間関係力の視点より，児童アンケート「学校が楽しい」の項目の肯
定的回答のアップをめざす。（昨年度86.３％）
・保護者アンケート「子どもはあいさつができている」の肯定的回答の
アップをめざす。（昨年度84.6％）

・学校評価アンケート
・各学年交流活動等の取り
組み報告

毎
学
期

〇 〇

・児童アンケート（学校が楽しい）87.3%
・保護者アンケート（あいさつ）86.4%
学校が楽しいと肯定的な回答が大多数を占めている
が，中には楽しくないと思っている児童もいるため，こ
れからもチーム学校として子どもを見ていくようにす
る。

〇

・挨拶ができる，できないで評価されることもあるので，大切なこ
とだと思います。
・「チーム作業」「チームプレー」「チーム医療」などメンバーの尊重
と団結力により，良い結果につなげることだと思います。子どもた
ちにそのような姿を見せていくようにしてください。

い
じ
め
防
止

8.
「いじめ」の未然防止・早期発見・早期
対応・早期解決を図る。

★ 予防的効果がある「いじめ」アンケートを実施とスマイル
チェックアンケートや日常的な観察によって早期発見に努め，組
織的に早期解決を図る。

・児童アンケート「命を大切にすることや，『いじめ』をしてはいけない
ことを教えてもらっている」の項目の肯定的回答のアップをめざす。
（昨年度94.１％）
・保護者アンケート「学校はいじめのない学級づくりに取り組んでい
る」の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度8４.5％）

・学校評価アンケート
・いじめ対策委員会での報
告

毎
学
期

〇 〇

・児童アンケート（いじめに関すること）87.3%
・保護者アンケート（いじめに関すること）86.4%
いじめアンケートで得た情報を校内のいじめ対策委
員会で共有をし，組織的に未然防止，早期解決を行
うことできるよう努めている。今後も継続して取組を
実施する。

〇
・顕在化した「いじめ」対策の前に，ヒヤリハット活動への取組に
より，潜在的な軽微ないじめが減少していくような取組を構築
し，実施することを期待します。

体
力
向
上

9.
運動量と安全性を確保し，一定水準
以上の体力・運動能力を保障する。
体育授業で成功体験を積ませること
で，運動嫌いの児童を減らし，二極化
を解消する。
健康教育（保健指導・食育）を適時行
い，健康の保持・増進を図る。

○ラダートレーニング・縄跳びを通した取組を年間を通じて行
い，子どもの体力向上をめざす。
○「小学校体育指導の手引」等を積極的に活用し，教材研究に
取り組み，「意欲」「思考」「技能」を習得させる。
○ 昨年度の課題を分析し「体つくり運動」の内容を考え，体育
の授業等で継続的に取り組むことで体力向上を図る。
○保健の授業や栄養指導等において，児童が主体的に健康の
保持・増進を図ろうとする態度を身につける。

・児童アンケート「体育の授業で体を動かすことは楽しい」「体育の時
間で運動が上手になった」の肯定的回答のアップに取り組む。（昨年
度「楽しい」89.4％，「上手になった」86.2％）
・昨年度の新体力テスト結果より，「脚力強化」「握力強化」に重点を
おいて指導する。それらの改善が図れたかを検証する。
・学校医による健康診断結果や定期的な残食調査のデータをもと
に，児童の生活習慣について検証・改善をする。

・学習カード
・学校評価アンケート
・スポーツテストの結果
・学校保健委員会 毎

学
期

△ △

・児童アンケート（体育が楽しい）86.7%
                   （上手になった）85.3%
体育の授業においてラダートレーニングや持久走，縄
跳びに取り組んでいる。基礎体力も含めて底上げを
行っていきたい。また，給食などの生きた教材を活用
し，教科横断的な栄養指導を行っていく中で，食の大
切さの意識づけを引き続き行っていく。

△

・引き続き，「体育」が楽しいと思えるような授業，取組に期待しま
す。
・楽しいと思う児童が多いことはとても良いことだと思います。続
けてください。

教
育
環
境
整
備

静
謐
へ
の
学
習
環
境

10.
安全で安心できる学習環境に整備す
ることで，落ち着きと学習に関した静
謐さを保てるようにする。

●教室環境や授業の基礎的環境整備を徹底することで，安全
で安心できる学習環境を保てるようにし，子どもの落ち着きを
確保するとともに，誰もがわかりやすい授業を行う。
○授業中や行事，休憩時間，登下校中の安全確保に努める。
○安全教育・防災教育の充実化

・保護者アンケート「子ども一人ひとりが大切にされる安心，安全な場
所になっている」の肯定的回答のアップに取り組む。（昨年度8
９.1％）
・各教員が教室の整備状況や登下校指導，休み時間の過ごし方等の
チェックを行い達成率の向上に努める。

・学校評価アンケート
・毎月の安全チェックによる
施設環境整備 毎

学
期

〇 〇

・保護者アンケート（安心安全な学校）８８.４％
教室内の美化に努め，子どもたちが学習に取り組み
やすい教室づくりに取り組んできた。学校生活におい
て，子どもたちの安全，安心が何よりも不可欠である
ことから，常に子どもの安全確保に努めた。

〇
・安心，安全な学校はとても大切です。環境整備も含め，今後も
安心，安全な学校運営をお願いします。
・安心・安全な学校だと思います。

　

心
の
教
育

進捗確認
（２学期途中）

基
礎
学
力
向
上

中
項
目 自己評価

判断基準
（評価のものさし）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

確
か
な
学
び

中学校区におけるめざす子ども像
人から信頼され，何事も徹底してやりぬくたくましい子

堺市立　　　　　　福泉小学校

確かな学びの現状
昨年度，「学びのコンパス」を加味した授業スタイルの構築を図った。堺市学調（IRT調査）平均正答率結果，4年生（平均53.5％）5年生（平均52.2％）6年生（平均48.0％）という結
果だった。全国学力テスト（６年生）の結果は堺市平均を下回ったが，５年時に比べ向上が見られた。また，学校アンケート「授業が分かりやすく，勉強ができるようになった」と肯定的に
答えた児童は89.1％である。基礎・基本の徹底を図るとともに，今年度から始まる「堺市学びのコンパス」を加味した授業の確立をめざす。

豊かな心・健やかな体の現状
昨年度の学校評価アンケートで，86.3％の児童が「学校へ行くのが楽しい」と肯定的に答えた。『命を大切にすることや，「いじめ」をしてはいけないことを教えてもらっている』と答
えた児童は，94.1％であった。
また，「体育の授業で体を動かすことは楽しい」が89.4％，「体育の時間で運動が上手になった」が86.2％の児童が肯定的に答えた。

 令和７年度　重点目標
〇学力の向上，豊かな心の育成，丈夫で健康な体力づくりを行い，児童の自己肯定感と自己有用感を高める。
〇一人ひとりの子どもの学習を保障する教育を実現することにより，授業力や生徒指導力を向上させる。
①学力の向上（基礎学力向上・教科学力向上）　　　　　　　②豊かな心の育成(「いじめ」や「差別のない」集団づくり）　　　　③健やかな体の育成（体力の向上と健康的な生活習慣）　　　④基礎的環境整備

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価書】

校長より(年度末)
・本年度，何よりも重要視して行った取組は学習環境の整備であった。具体的には，教室の床に落とし物が少ない，掃除がしっかりとされているなど，どの教室でもどの学級でもできることを繰り返し伝え
た。学習環境の整備は子どもたちの学びに大きな影響を与えるため，今後も継続していく。
・「書くこと」について意識づける授業展開を行ってきた。学習はインプットも大切であるが，学んだことをアウトプットすることで自分のものにすることができると考える。「書くこと」だけではなく「語るこ
と」，「行動すること」も含め，子どもたちが自分の考えや想いを表現できるよう，取組を実践していく。
・自分も他者も大切にする人権教育と道徳教育を推進し，いじめ等生徒指導上の課題の未然防止に努めながら，子ども一人ひとりが人権感覚や道徳心を身につけられるよう，引き続き取組を実践して
いく。

学校関係者評価

達成状況(年度末)
評価
時期

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

評価方法

校長　　　　　　　　鶴田　敦

学校関係者評価者から(年度末)
・学習環境の整備は，子どもたちの学びの場として大事なことであると感じています。地域の住民としては，通学路の整備（清掃や安
全）には常に関心を抱いております。成長過程の子どもたちに道徳心を養うことにもつながると感じています。
・学習指導において，全員が同じゴールに到達するのは難しい。個別最適な学びに向けてどのような取組を実施していくのか，これからの学校
教育活動に期待しています。
・環境整備は何をするにも大切だと思います。これからも向上していくことを願っております。
・毎日楽しい学校に通い，学んでいる福泉っ子。これからも体力づくりに勉学にとたくさんの体験をして育っていくことを期待いたします。

具体目標

毎月のスマイルチェック（学校
アンケート）を活用し，「いじ
め」の早期発見・対応を行っ
ている。学力調査の基本質問
項目の結果についても良好
であった。

良好な学習環境が学力向上
への一歩と考え，静謐な学習
環境を醸成している。また，見
守り隊の方々のご協力のもと
登下校中の安全を確保して
いる。

チャレンジノートを有効に活
用し，子どもが自ら学ぶことを
推進している。良いノートを紹
介する等して啓発を行ってい
る。

堺市平均に満たない項目が
多くあったため，脚力や握力
の強化をめざす取組を実施し
ている。

自分の考えを「書くこと」をど
の学習においても取り入れる
ようにしている。

朝の読書，読み聞かせ，図書
の時間等，取組を推進してい
るが読書が好きという割合の
向上には至っていない。

児童用端末については効果
的に活用できているものの，
現状学力調査の結果は目標
に到達していない。

児童用端末などを効果的に
活用し，視覚支援を行いなが
ら，児童にとってわかりやすい
授業展開を行っている。

朝の挨拶活動などを普段から
続けることで，自ら挨拶がで
きる児童が増加している。

普段から規則を守ることが命
を守ることにつながることを意
識づけるようにしている。


